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＝バラ色の二一世紀？＝ 

・ベルリンの壁崩壊（1989）、ソ連解体（1991）、バブル景気（1986～91）、オウム＆阪神淡路大震災（1995） 

・同時多発テロ（2001.9.11）、リーマンショック（2008）、東日本大震災（2011.3.11） 

・「安保法制」（2015.9）、コロナ禍（2020～2023.5） 

・自然災害／インフラ崩壊／格差拡大／ＡＩ台頭／法治崩壊… 

 

＝柳田国男（1875-1962）の敗戦後＝ 

・『炭焼日記』1945.8.11「いよいよ働かねばならぬ世になりぬ」 

・「日本人の予言力は既に試験せられ、全部が落第といふことにもう決定したのである」 

（「窓の灯」『祭日考』小山書店、1946） 

・「歴史教育の使命：『くにのあゆみ』に寄す」（『毎日新聞』1946.10.28） 

「もともと歴史とは私たちの過去の経験であり、これによって現代を解釈、批判し、よりよき将来を計画

しうることが歴史教育の目的なのであって、今回の如き大いなる反省の機会に際会した現在、われわれは

あらゆる方法を試みるべきではなかろうか。［…］事ある毎に判断の基礎を正しい過去の知識に求めるよう

な気持を養成することが、歴史教育の眼目である」 

・『日本の社会』（実業之日本社、１９５４） 

「私たちは自分でよく考えて、みんなの幸福のために、まじめに努力してくれるようなりっぱな人に、す

すんで投票しなければなりません。そして自分たちのえらんだ人が、みんなの幸福と正義とのために、ほ

んとうに働いているかどうか、また選挙のときにやくそくしたことをはたすために努力しているかどうか

を、よく気をつけていなければなりません。とりわけ、国会議員の選挙は大切です。正しい選挙が行われ

るためには、国民の一人一人が、ものごとを正しく判断できる力を、身につけるようにつとめなければな

りません」 

・「我々は公民として病み且つ貧しいのであつた」（『明治大正史世相篇』朝日新聞社 1931） 

 

＝「普通の暮らし」をあきらめないために＝ 

・「選択と集中」を越えて 

・ささやかな欲望の連鎖する日々の暮らし 

・欲望を産み出し届けてくれる存在との連帯／欲望を否定するプロパガンダへの注意 

・私たち一人一人の「いま・ここ」から、誰かの「いま・ここ」や「かつて・あそこ」へ 
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